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高齢者の運転取り止めを適切に促すことが社会的な課題となっており，高齢者とその家族が，共に納得

のいくかたちで運転の取り止めに向かう環境を提供することが求められている．本研究では，高齢者とそ

の家族が抱く運転継続に対するジレンマの実態を明らかにすることを目的とした質的調査を実施した．具

体的には，地方都市の中心部と山間部の異なる居住環境に暮らす高齢者とその家族を対象に，高齢者の運

転能力診断と診断結果に関する高齢者と家族との話し合いを進め，これらの過程における両者意識の変化

について，ヒアリング調査やアンケート調査による把握を行った． 
 

     Key Words : driving cessation, driving assessments, conversations with family 
 
 
1. はじめに 
 
昨今，高齢ドライバーが第1当事者となる事故が増加

しており，加齢によって運転能力が低下した高齢者に対

して，運転免許証の返納や運転の取り止めを適切に促す

ことが求められている．こうした中で，公共交通サービ

スの提供や高齢者の生活支援，健康福祉等に関する取り

組みは各地域・自治体で取り組まれているものの，依然

として，高齢者やその家族は，車の運転に頼らざるを得

ない生活を送っているのが実態であり，社会的に早急に

対応すべき喫緊の課題である． 
とりわけ，地方や山間部などの生活利便施設や公共交

通機関等の乏しい地域においては，自動車の運転を止め

ることが生活の各種活動を著しく制約することに繋がり，

高齢者の生活の質（QOL）や心身の健康に直結する深刻

な問題と成り得る．これは，高齢者本人だけの問題では

なく，パートナーや子供，孫などの家族にとっても深刻

な問題である． 

しかしその一方で，高齢者本人は生活支援などで家族

に迷惑をかけたくないという気持ちが働くことや，高齢

者の家族にとっても運転について注意することが高齢者

の感情を傷付ける可能性があること，送迎などによる家

族のサポートが必要になることなど，様々な理由から運

転に関する家族間でのコミュニケーションが十分とられ

ていないことも指摘されている1)2)．身近に暮らす家族で

あるが故に，生活スタイルや居住環境，家族間のコミュ

ニケーションなど，様々な要因により，高齢者への運転

取り止めを勧められないジレンマが存在すると考えられ

る．こうした中で，高齢者とその家族が，共に納得のい

くかたちで運転の取り止め（運転に頼らない生活）に向

かう環境を提供することが求められている． 
以上の背景のもと，本稿では高齢者やその家族が運転

継続に関してどのようなジレンマの中で生活をしている

か，またこうした状況の中で客観的な運転診断や家族間

でのコミュニケーションがもたらす効果は何かを明らか

にすることを目的とした質的調査・分析を行う．具体的
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には，地方都市の中心部と山間部の異なる居住環境に暮

らす高齢者とその家族を対象に，高齢者の運転能力診断

と診断結果に関する高齢者と家族との話し合いを進め，

これらの過程における高齢者や家族の意識の変化につい

て，ヒアリング調査やアンケート調査による把握を行っ

た． 
 
 

2. 高齢者の運転診断と家族とのコミュニケーシ

ョン 
 
(1) 運転診断の概要 
運転診断は，高齢者が日常暮らすような身近な地域で

起こる事故への対策を対象とし，「①認知機能の検査

（事前診断）」，「②検査官の同乗による路上での運転

能力診断」，「③運転の振り返りと意識啓発」の三段階

で実施する．さらに，診断後には運転診断を受けた高齢

者とその家族との間でのコミュニケーションを促進する

ツール（話し合いシート）を提供し，運転診断結果や今

後の高齢者の運転について家族と話し合いをすることを

促している（図-1）． 
 
(2) 運転診断 
a) 認知機能の検査（事前診断） 
島根大学医学部が開発した簡易認知機能検査アプリ

（CADi23)4)）を使用し，認知機能の状況について確認を

行う． 
b) 検査官の同乗による路上での運転能力診断 
路上運転による計測は，自動車に設置する５台（前方

３か所、運転者の姿、足元）のドライブレコーダー，お

よびスマートフォン端末を使用したGPSにより行う（図

-2）．また，助手席に同乗した検査官は，運転経路を指

示しながら，危険な運転を確認した場合にはタブレット

をタップし，事象発現時の時刻や位置情報と回数を記録

する（図-3）．この評価は，通常走行と走行速度，交差

点等の項目に分かれており，高齢者特有の危険行動（ふ

らつき、低速度走行、確認不足等）を含んでいる． 
c) 運転の振り返りと意識啓発 
走行後，被験者は記録した動画や走行データ等を確認し

ながら，検査官から運転危険個所の説明を受ける（図-
4）．さらに，上記の自身の運転行動の確認後、運転の

取り止めや自動車に頼り過ぎない生活に向けた動機づけ

として，自動車の保有や運転にかかる費用の試算結果

（車両購入費や燃料費、保険代、駐車場代など自動車利

用に関わる経費を試算），代替交通手段として自宅から

目的ごとに利用可能な公共交通手段（鉄道・バス・タク 

 
図-1 高齢者運転診断の流れ 

 

 
図-2 ドライブレコーダーとスマートフォンの設置 

①認知機能の検査（事前診断）
・簡易認知機能検査アプリを使用した診断

②検査官の同乗による路上での運転能力診断
・ドライブレコーダー等による走行データの計測
・同乗した検査官による危険個所等の記録

③運転の振り返りと意識啓発
・走行時の動画の確認による運転の振り返り
・動機づけ情報の提示
（自動車の保有にかかる費用・代替交通手段・自動車と代替交通

手段の費用比較）

⑤高齢者とその家族とのコミュニケーション
・診断結果の確認
・「話し合いシート」に基づくコミュニケーション

【運転診断】

【帰宅後】
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図-3 タブレット端末による記録画面 

 

図-4 ドライブレコーダーの動画の確認画面 

 
シー），自動車と代替交通手段との費用比較についての

説明を受ける． 
 
(3) 高齢者と家族とのコミュニケーション 
診断後は，運転診断結果や動機づけ情報等をまとめた

印刷物およびインターネットによる診断時の運転動画を

通じて，診断の結果を家族と共有してもらう．さらに，

この際に高齢者と家族との「運転についての話し合いシ

ート」を持ち帰ってもらい，本シートに基づいて高齢者

と家族との運転に対する考えを共有してもらうよう働き

かけている（図-5）． 
 

 
3. 運転診断モニター調査と意識調査 
 
(1) モニター調査の実施 
a) 調査対象 
上記の運転診断の一連の流れについて，高齢者を対象

にしたモニター調査を実施した．調査対象は，生活利便

施設や公共交通の利便性が比較的高い島根県出雲市中心

部，および生活利便施設や公共交通が十分ではない山間

部の島根県浜田市美又地域と今市地域に暮らす高齢者お

よびその家族（別居も含む）であり，それぞれ市役所や

公民館を拠点に高齢者の運転診断を行った（表-1，図-
6）． 
b) 調査の流れと内容 
高齢者には2の運転診断を実施し（公共交通の利便性

が特に低い浜田市の対象者には，代替交通手段に関する

情報などの動機づけ情報の提供は実施していない），運 

 
 
 
 

図-5 運転についての話し合いシート 

 
表-1 モニター調査の対象 

 

 
図-6 対象地域 

調査期間

調査対象

対象地域 　(1)島根県出雲市
　(2)島根県浜田市

　　美又地域・今市地域

運転診断の拠点 出雲市役所 美又公民館・今市公民館

対象家族 6組の高齢者とその家族
7組（美又3，今市4）の

高齢者とその家族

募集方法
モニター調査募集ちらしを作成

し周知（市役所関係者等を通じ

て募集）

公民館が主催となり，安全運転

講習として募集

　高齢ドライバーとその家族

　平成28年7月25日～28日

＜話し合いシートの内容＞ 

〇運転診断者とご家族とのクルマの思い出はあ

りますか？ 

〇運転診断者は普段どんなときに車の運転をし

ていますか？ 

〇運転診断者は今後の自身の運転について、ど

のように考えているでしょうか？またそれは

なぜでしょうか？ 

〇運転診断者は普段の運転でどんなときに不安

を感じているでしょうか？ 

〇お住まいの地域で利用できる公共交通機関に

はどんなものがあるでしょうか？またそれら

は運転診断者が普段の生活で利用できるでし

ょうか？ 

〇運転診断者が車の運転を控えるとしたら、周

りの家族ができるサポートはあるでしょう

か？ 
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図-7 モニター調査の様子 

 
転診断の事前と事後にヒアリング調査を実施した．また，

家族には診断の事前と事後でアンケート調査を実施して

いる．さらに，高齢者と家族とのコミュニケーションに

よる効果を検証するため，話し合い後の意向を高齢者・ 

家族ともにアンケート調査によって把握している（表-3，
図-7）． 

 
(2) モニター調査の結果 
a) 出雲市中心部 
出雲市では69歳から81歳までの高齢者（平均年齢77.8歳）

が対象となった（すべて男性）．このうち78歳の男性で

は，若い時から自動車に乗り，人にも教える程という状

況であり，現在は週に2回程度運転しているが，80歳
（次の車検時期）を機に運転免許証を返納することを決

めていた．その背景には，自宅近くに目的としている店

舗や病院，JRの鉄道駅があることや家族と同居してお 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

り，必要であれば頼むことができるという環境があげら

れた．また，81歳で一人暮らしの男性は，隣接自治体に

暮らす孫からの勧めでモニター調査に参加した．診断前

は運転継続の意向が高かったものの，診断結果とタクシ

ーとの費用比較などの結果を受けて，継続意向が「どち

らとも言えない」という回答に変化する結果となった． 
b) 浜田市 美又地域・今市地域 
出雲市中心部とは対極的に，浜田市美又地域・今市地

域では，より深刻な状況が確認されている．浜田市では，

64歳から90歳までの高齢者（平均年齢77.0歳）が対象と

なった（男性3名，女性4名）．79歳女性では，家族（子

供・孫）と同居しているものの，運転を止めることで生

活が不自由となるため，運転継続の意向は強く，家族と

も運転についての話をしたことがないという状況であっ

た（同乗することもほとんどない）．家族のアンケート

では，運転を止めてほしい意向，運転を止めることを勧

める意向ともに「どちらでもない」という回答となって

いる．また，82歳の男性（認知機能検査の結果「要注

意」）では，夫婦で暮らしているがパートナーは運転で

きない．夫婦間で止めた方が良いかと話すこともある一

方で，車がないと生活できないためできる限り運転を継

続したいという意向を示している． 
 

 
5. おわりに 
 
上記の調査結果は速報結果であるが，居住環境によっ

て異なる深刻な問題，本人・家族のジレンマが伺える調

査となった．本調査では，家族間でのコミュニケーショ

ンによる効果の検証も試みており，調査の詳細について

は，発表にて取り上げたい． 

対　象 高齢者 高齢者の家族（独居の場合は別居する家族も含む）

(1)事前調査

　【ヒアリング調査】

　・運転免許証取得からの年数

　・普段の運転（頻度・時間・目的）

　・公共交通の利用状況

　・運転継続の意向とその理由

　・家族と運転について話た経験の有無と内容

　【アンケート調査】

　・性別、年齢、高齢者との関係

　・高齢者に「車の運転を止めてほしい」と思うか

　・高齢者に「車の運転を止めることを勧めたい」と思うか

　・高齢者との運転について話た経験の有無と内容

(2)運転診断
　・認知機能の検査

　・路上での運転能力診断（運転危険個所の抽出）

　　（各拠点を中心に20分程度走行）

　※運転診断に家族は立ち会っていない

(3)事後調査

　【ヒアリング調査】

　・運転診断の満足度や感想

　・動機づけ情報に関する感想

　・運転継続の意向とその理由（診断を受けて）

　・運転診断の支払意向と利用頻度

　【アンケート調査】

　・運転診断結果の理解

　（診断結果を受けて↓）

　・高齢者に「車の運転を止めてほしい」と思うか

　・高齢者に「車の運転を止めることを勧めたい」と思うか

　・運転診断の支払意向と利用頻度

(4)高齢者と家族との話し合い

(5)話し合い後の調査

　【アンケート調査】

　・運転継続の意向とその理由

　　（家族との話し合いを受けて）

　・モニター調査の感想

　【アンケート調査】

　　（高齢者との話し合いを受けて↓）

　・高齢者に「車の運転を止めてほしい」と思うか

　・高齢者に「車の運転を止めることを勧めたい」と思うか

運転に関する話し合いシートに基づき，高齢者と家族とで話し合い（別居の場合は，帰省時などでの話を依頼）

表-2 高齢者とその家族を対象とした調査の流れと内容 
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